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報復 刑 と 固定 刑 


① 報 復 刑 
1 一 優 害 





@⑯ 傷害 と は : その 結果 と し て 報復 刑 や 財産 に よる 賠償 、 央 罪 が 義務 付け られ る よう な 身体 


的 




















利 に 対す る 侵害 の こと で す 。 


@⑯ 報復 刑 が 定め られ た こと に 溶 む 英知 : 


アッ ラー は 人 類 の 祖 で ある アー ダム を E 















































ら の 御手 で も っ て 創 ら れん 、 そ こ に か れ の 凶 
ら の 魂 を 吹き 込ま れ ま し た 。 ア ッ ラ ー は 人 間 を 他 の 創造 物 に 優る 高貴 な 存在 と し 、 あ る 
大 な 物事 - いか な る も の を も 並 べ る こと な く 、 そ の 主 の み を 細 提 


お ける か れ の 代理 人 と され た の で す 。 そ し て 全 人 類 を アー ダム の 一 ヌメ 


E す る こと どこ の 為 に 】 











許 か 
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に ヨ 
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色 上 に 


人 と され 、 人 々 が アッ 


ラー の み を 尊 奉 する べく 彼ら の も と に 使徒 を 遣わ され 、 磨 典 を 下さ れ ま し た 。 ま た 信仰 し 


ご 命令 


か れ の 














に 従う 者 に は 天 医 

















に は 地獄 の 業火 を 約束 され まし た 。 


し か し 人 間 の 中 に は 信条 の 弱 さ か ら 信 仰 へ の 呼び か け に 応じ な か っ た り 、 あ る い は 
ド ま の の よう な 者 店 祭 じ られ た 
物事 を 犯し た いと いう 衝動 が 強く な り 、 他 人 の 生命 や 尊厳 や 財産 を 侵犯 する こと が 往々 ( 





の 通 さか ら 統 治 者 に 関す る 諸 








し で あり まま 


この よう な 中 、 人 々 が 犯罪 を 犯さ な いよ うに する べく 現 ] 





を 軽 ん じ た り する 者 が い 




















を 約束 し 、 か れ を 信じ ず に か れ が 禁止 され た 物事 を 犯す 者 


性 





シテ 
ーー 





世に お ける 懲罰 が 定め られ た の 


で す 。 と いう の も 単なる 命令 や 禁止 の み で は 、 あ る 種 の 人 々 に アッ ラー の 定め た 法 を 遵守 
させ て お くに は 十分 で は な いか ら で す 。 これら の 刑 入 が な けれ ば 、 き っ と 多く の 者 が 犯罪 








義務 








や や 法 の 違反 、 ま た 
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また 報復 刑 の 実施 に ( 





















































定 刑 の 実施 に は 生命 と 人 類 の 
や や 同情 心 が 欠 如 し た 硬化 し た 心 を 防止 する 多 


無駄 な 流血 を な くす 効果 が あり ます 
h の 実現 が も た ら さ れ 、 無 謗 の 命 
増加 し た りす る の を 防ぐ こと が 出来 ます 。 


戸 

















殺人 や や 権 利 の 侵害 を 未然 に 防ぎ 、 社 会 
また それ に よっ て 被害 者 の 一 家 の 癒し と 、 公 正 と 
人 の 。( 末 詞 大 夫 紅 








が 春 わ れ た り 、 




















ョ 利 を 保 


の 人 怠慢 な ど に 陥る こと で し ょ う 。 
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まし 、 法 を 越え よう と する 和 








* あ る の で す 。 














選 を 超 怖 が 支配 


困 動 を 抑 





共同 体 の 生命 を 保護 し 、 











ト 











至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :- 報復 刑 (の 定め ) に こそ 、 あ な た 方 の 生命 (の 


ーー 「 下 ] 


安全 ) が ある の だ 。 理 知 を 備え る 者 た ちよ 、 あ な た 方 は (不当 な 殺害 や 傷害 か ら ) 慎む こ 
の で ある ろう 。。 (2 ウル デー ジラ?) 79 





























人 @ 現世 は 本 来 報 い の 場 で は な く 、 真 の 報い の 場 は 来世 で す 。 そ れ に も 関わ ら ず アッ ラー が 
現世 に お いて その 懲罰 を 定め られ た の は 、 そ れ に よっ て 達成 され る 平和 と 、 そ し て 腐敗 
や や 侵害 や 不正 の 抑止 力 ゆ えな の で し ょ う 。 














@ 5 つの 絶対 的 権利 : 





イス ラー ム は 、 そ れ 以 前 の 天 啓 宗教 も それ を 保護 し て いた と ころ の 5 つの 絶対 的 権利 の 
保護 を 強調 し ます 。 そ し て それ ら は 以下 の 物事 で す : 





























そし て これ ら の 権利 の 侵害 は 、 そ れ 相 応 の 刑 入 に 値する 傷害 や 犯罪 と 見 な され る の で す 。 
これ ら の 権利 が 保障 され る こと は 、 社 会 の 幸福 と その 構成 員 の 安寧 を 意味 し ます 。 
































@ 権利 と 義務 の 区 分 : 


@ 権利 と 義務 に は 2 種類 あり ます : 








1 一 主 と そ の し も べ の 間 の 権利 と 義務 : 最も 偉大 な も の は タウ ヒー ド が と アー マー ジ ! で 、 そ 
れ に 義務 の サラ ー (礼拝 ) が 次 ぎ ま す 。 





























2 一 し も べ で と 、 創 造物 と の 間 の 権利 と 義務 : 最も 重要 な も の は 、 生 命 の 保証 で す 。 


























審判 の 日 こし も べ が 最初 に 受け る 清算 は サラ ー で あり 、 ま た その 日 人 々 の 間 で 最初 に 裁 
か れる の が 殺害 な の で す 。 








人 @ 改 意 の 殺人 に 関す る 法規 定 : 
正当 な 権利 も な く 人 の 命 を 奪う こと は 、 ア ッ ラ ー に 対す る シル ク 2 に 次 ぐ 大 罪 3 の 1 つ で す 。 
信仰 者 は 無 謗 の 命 を 侵さ な い 限 り 、 そ の 宗教 の 安らぎ の 中 に 留まっ て いら れる の で す 。 









































1 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 を 参照 の こと 。 
2 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の シル ク の 項 を 参照 の こと 。 
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そし て 殺人 罪 は 大 き な 罪 で あり 、 現 世 と 来世 に お ける 懲 











天 
NN 
迎 
(て 
\* 
Qr[ 

7 


昌 が 必 さ よら 








1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :- そし て 信仰 者 を 意図 的 に あや め た 者 の 報い は 、 
地獄 の 業火 で ある 。 彼 は そこ に 永遠 に 留まる の だ 。 そ し て アッ ラー は 彼 を お 怒り に な り 、 
彼 を その ご 慈悲 か ら 遠 ざけ られ る 。 そ し て 彼 に は 、 も う 1 つの この 上 な い 役 六 を 用 意 し た 
の で ある 。, (クルアーン 4 : 93) 











2 一 アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 1 大 罪 の 内 で 最も 罪深い も の は : アッ ラー に 
対す る シル ク 、( 不 当 な ) 殺人 、 親 不 孝 、 嘘 で も や る 。" ある い は 、( 嘘 の 代わ り に ) こう 言い 
まし た * 備 証 。"'」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 





















































コー ナグ ドウ フー ィ ャ アジ シュ マス シー ド 【 信 アッ ラー の ざ ご 清児 あめ れ ) 信 言 いま や も た 1 ゲ 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た 「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ 
イッ ラッ ラー、 ゐ ム ハ ン マ デッラ スー ルッ テー (アッ ラー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 
ムハンマド は その アッ ラー の 使徒 で ある )」 と 証言 する ムスリム の 生命 は 、 侵 すべ か ら ざ る 
も の で ある 。 但し 以下 の 3 つの 場合 は 別 で ある : 既婚 者 で 女 淫 し た 者 、 生 命 に 対す る 生命 
(報復 刑 に よる 死刑 )、 イ スラ ー ム の 宗教 を 棄て て 共同 体 を 離れ る 者 。" 」( ア ル テ ブ ハー リ 
ー と ムスリム の 伝承 5 

























































































@ 人 々 の 間 の 平等 : 


























信仰 者 の 生命 の 価値 は 一 様 で や り 、 ゆ え に 血 債 と 報復 に お いて 差別 は あり ませ ん 。 血統 
や 肌 の 色 、 性 別 な ど に お いて 優劣 は あり ませ ん 。 



































- 人 間 よ 、 実 に われ ら (アッ ラー の こと ) は あな た 方 を 1 組 の 男女 か ら 創 っ た 。 そ し て 
あな た 方 を 多く の 民族 や 部 族 に 分 け 広 げた 。 そ れ は あな た 方 が 互い に 知り 合わ ん が た め な 
の で ある 。 実 に アッ ラー の 御 許 で 最も 吐い 者 は 、 あ な た 方 の 内 で 最も タク ワー6 の 念 の 強い 
者 。 ア ッ ラ ー は 全て を ご 存 知 に な り 、 全 て に 通 暁 され た お 方 。, (クル アー ン 49 : 13) 











3 訳者 注 :「 大 罪 (カビ ー ラ ) 」 と は 、 そ れ に 対し 現世 に お いて 刑 前 が 適用 され た り 、 あ る い は それ を 犯す 
こと で 来世 に お いて 地獄 を 販 告 され て いた り 、 ま た アッ ラー の ご 慈悲 か ら の 放逐 や や かれ の お 交 り を 招く こ 
と と され て いる も の で す 。 例 と し て は シル ク や 殺人 、 ズ イィ ナー ( 洲 ) や 魔法 、 リ バー (不法 商取引 ) 、 親 
不 孝 、 嘘 の 誓い な ど が あり ます 。 
4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6871) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (88)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6878) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1676)。 文 章 は ムスリム の も の 。 
6 度 者 注 :・「 タ クワ ー」 は 「 自 ら を 守る 」 と いう 動詞 の 名 詞 形 。 つ まり アッ ラー を 思 れ 、 ま た その お 怒り 
と 懲 凡 に つなが る よう な 行い - つま りか れ が 命じ られ た こと に 反し た り 、 あ る い は 禁じ られ た 事柄 を 犯 し 
た りす る こと な ど - を 人 避け る こと で 、 自 ら の 身 を アッ ラー の お 和 色 り や 懲罰 か ら 守 る こと を 意味 し ます 。 
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